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P r e v i e w

栃
木
県
書
道
連
盟
会
長
、
貞
香
会
参
与
の
松
本
宜
響
氏
が
、
住
職
を
務
め
る

栃
木
県
宇
都
宮
市
の
花
蔵
院
に
て
個
展
を
開
催
す
る
。
花
蔵
院
は
真
言
宗

智
山
派
に
属
し
、
御
本
尊
大
日
如
来
を
中
心
と
し
て
、
諸
尊
諸
菩
薩
を
ま
つ

る
曼
荼
羅
の
寺
。
本
展
は
「
花
蔵
院
梵
字
曼
荼
羅
」「
宜
響
墨
戯
」「
翰
墨
相

縁
」
の
三
部
立
て
に
よ
り
構
成
。
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
に
改
修
工

事
が
落
慶
し
た
本
堂
と
庫
裏
客
殿
が
、
超
大
作
「
梵
字
曼
荼
羅
」
の
ほ
か
、

書
業
五
十
年
を
集
大
成
す
る
氏
の
作
品
で
荘
厳
さ
れ
る
。

松
本
宜
響
書
展

─
─
花
蔵
院
梵
字
曼
荼
羅
と
相
縁
の
書

弘
法
大
師 

般
若
心
経
秘
鍵 会

期  

２
０
１
７
年  

11
月
23
日
（
木・祝
）〜
27
日
（
月
）　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

会
場  

花
蔵
院  
栃
木
県
宇
都
宮
市
元
今
泉
２
─

３
─

６　

電
話 

０
２
８
─

６
３
４
─

８
５
７
１

本堂内陣の天板に壮大な「梵字曼荼羅」が広がる。本年4月8日の書丹
法要式にて揮毫。墨は、何十人もの人たちが心を込めて磨墨したもの

松
本
宜
響

ま
つ
も
と
・
ぎ
き
ょ
う

昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
、
栃

木
県
生
ま
れ
。
本
名
、
弘
元
。
大
正

大
学
仏
教
学
部
真
言
学
科
卒
業
（
卒

業
論
文
「
弘
法
大
師
の
書
論
に
つ
い

て
─
─
性
霊
集
を
中
心
に
し
て
」）。

中
村
素
堂
に
師
事
。
栃
木
県
立
高

校
の
書
道
科
教
諭
を
経
て
、
平
成
三

（
一
九
九
一
）年
よ
り
、花
蔵
院
住
職
。

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
、
個
展
開

催
（
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）、

『
花
蔵
院
テ
レ
ホ
ン
法
話
』
出
版
。

現
在
、
毎
日
書
道
展
審
査
会
員
、
栃

木
県
書
道
連
盟
会
長
、
貞
香
会
参
与
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75

梵
字
曼
荼
羅
（
金
剛
界
成
身
会
）

梵
字
曼
荼
羅
（
胎
蔵
中
台
八
葉
院
）

十
三
仏
種
子

花
蔵
院
梵
字
曼
荼
羅
梵
字
書
法
に
感
動
し
て
半
世
紀
、

心
を
込
め
て
書
き
上
げ
た
超
大
作
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宜
響
墨
戯
書
業
五
十
年
、

真
摯
に
墨
と
戯
れ
た
作
品
が

庫
裏
客
殿
を
飾
る

76

師・中村素堂を偲ぶ「素堂の間」。北襖「壺」「中」は、「梵字曼荼羅」を書丹したとき
の墨を使用し、毛筆の連筆で揮毫。朴書（刷毛書）の技法で新たな世界を切り拓く

中 壺

金
泥
小
品
集

梵
字
般
若
心
経
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77

翰
墨
相
縁
翰
墨
の
道
を
通
し
て
交
流
が
続
く

中
国
人
書
家
の
作
品
も
出
品

中
村
素
堂
先
生 

貞
香
山
房
詩
鈔　
学
書
十
則
之
一
・
楹
聯
鈔
之
一

花
蔵
院　
蘇
士
澍

八
言
二
句　
余
正

西泠印社篆刻創作研究室主任・余正氏、中国書法家協会主席・蘇士澍氏など、
長年にわたり交流を続ける中国人書家の作品多数も展示

花
開
酒
国
春

波
濤
萬
萬
（
大
師
入
唐
）
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